












































































































自己観（independent construal of the self）」と「相互協





























O 市公立保育園 36 園に勤務する保育士 350 名、O
市公立こども園 3 園に勤務する保育士 21 名、O 市私





































































Figure1 O 市こども発達センター保育者の最終学歴 
 
Figure2  O 市公立保育園保育者の最終学歴 
人数  年齢 M (SD)   ｷｬﾘｱ M  (SD) 
O 市公立保育園 (n=117)  35.29  (11.31)   11.43 (8.95) 
保育者      







Figure3  O 市こども発達センター保育者の取得資格 
 












Figure5  O 市こども発達センター保育者の役職 
Figure6  O 市公立保育園保育者の役職 
 





Table 2 相互独立・相互協調的自己観基礎統計量 
 













平均値  標準偏差 
O 市公立保育園保育者      46.57 6.63 
O 市こども発達センター保育者  48.07 6.00 
平均値  標準偏差 
O 市公立保育園保育者      24.98 5.30 
O 市こども発達センター保育者  26.89 5.71 
Source       SS      df      MS      F      p    
クラス  102.441    1  102.441  3.514  .063* 
誤差   4431.533  152   29.155 
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